
人手不足の深刻化や技術革新が進展する中、中小企業等が事業展開を図るためには、従業員を育成し、企業の労働生産性を

高めていくことに加えて、70歳までの就業機会の確保に向けて企業を支えるミドルシニア世代の「役割の変化へ対応できる能

力」や「技能・ノウハウを継承する能力」を育成することが重要です。

生産性向上人材育成支援センターでは、生産性向上支援訓練の新たなメニューとして、令和２年度から「ミドルシニアコー

ス」を開始し、中高年齢層の従業員の“生涯キャリア形成”を支援しています。

訓練受講までの流れ

•センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。

•相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

•所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

（2022.12）

※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

・ミドルシニア世代の従業員に、今後のキャリ
アについて考えさせたい

・ミドルシニア世代の従業員に、組織の中で
求められている役割を理解させたい

・従業員の経験を活かした後輩従業員への指導
方法を学ばせたい

・ミドルシニア世代の従業員が持つ技術やノウ
ハウを見える化したい

・技能継承の指導者の「教える」スキルを向上
させたい

・ミドルシニア世代の従業員を講師として、
研修や勉強会を開催したい

役割の変化への対応

・中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成

・後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割

・SNSを活用した相談・助言・指導

・フォロワーシップによる組織力の向上 など

分野
・

コース

技能・ノウハウ継承

・クラウドを活用したノウハウの蓄積と共有

・作業手順の作成によるノウハウの継承

・効果的なＯＪＴを実施するための指導法

・ノウハウの継承のための研修講師の育成 など

分野
・

コース

訓練コースの
コーディネート

課題や方策の整理

訓練受講

ミドルシニアコースでは、“従業員の
モチベーションの維持”、“後輩への技
能継承”など、企業の定年延長や継続
雇用等における課題の解決に効果的な
カリキュラムをご用意しています。

○訓練で習得できる要素
【役割の変化への対応】
・求められる役割の理解
・メンタリング など

【技能・ノウハウ継承】
・作業手順の作成方法
・研修技法 など

○受講対象者 ○訓練日数
45歳以上の従業員の方 おおむね１～５日
（45歳未満の方も受講可能） （６～30時間）

○受講料（１人あたり・税込）
3,300円～6,600円

○訓練会場
自社会議室等を会議室と
することが可能です

（企業に講師を派遣します）

ミドルシニアコースの概要

生産性向上支援訓練「生涯ｷｬﾘｱ形成分野」のご案内

HP：https://www3.jeed.go.jp/saitama/poly/

ポリテク埼玉 生産性

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部

ポリテクセンター埼玉 生産性向上人材育成支援センター

〒336-0931 埼玉県さいたま市緑区原山2-18-8 
TEL：048-813-1081



　

（令和.4年12月現在）

リスクアセスメント　 ⇒　職場にある様々な危険の芽（リスク）を見つけ出し、それにより発生が予測される労働災害の重大さからリスクの大きさを見積もり、
　　　　　　　　　　　　　 大きい順から対策を講じていく手法
クラウドサービス 　　⇒　従来は利用者が手元のコンピュータで利用していたデータやソフトウェアを、ネットワーク経由でサービスとして利用者に提供するもの
ナレッジマネジメント ⇒　社員たちが業務を行う中で得た知識（ナレッジ）を、会社の全体で共有し生かすという経営手法のひとつ
ＯＪＴ　　　　　　　 ⇒　OJT（On-The-Job Training）とは、実務を通じて業務を教える方法で、従業員の育成方法のひとつ

ティーチング 　　　　⇒　自分が持っている知識、技術、経験などを、持っていない相手に伝えること
コーチング 　　　　　⇒　相手がアイデアや選択肢に自ら気づき、自発的な行動を起こすことを促す手法
メンター 　　　　　　⇒　人間的に信頼・尊敬でき、公私ともに安心して相談できる人
メンタリング 　　　　⇒　メンター（先輩）とメンティー（後輩）が楽しみながら、 自由に対話をし、共に成長すること
ＳＮＳ 　　　　　　　⇒　ネットを介して人間関係を構築できるスマホ・ＰＣ用のWebサービスの総称でソーシャル（社会的な）ネットワーキング（繋がり）を
　　　　　　　　　　　　    提供するサービス
フォロワーシップ 　　⇒　フォロワー（部下）が組織のリーダーの支援、組織へ貢献するために、受け身ではなく能動的、自律的に考えて行動すること

若手従業員に気づきを与える
　　　　　安全衛生活動（点検編）

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った安全衛生の要点やリスクアセスメントの手法を整理して、若手従
業員が安全のポイントを理解し、自主的に安全衛生活動を推進できるように促す手法を習得する。
■企業における安全衛生活動　■メンタリングによる 相談援助　■点検による安全管理のポイント

　 【用語解説】
アサーティブ 　　　　⇒　相手の意見を尊重しながら誠実に自分の意見も主張すること

作業手順の作成による
                  　   ノウハウの継承

後輩従業員へのノウハウの継承を目指して、中堅・ベテラン従業員の作業の見える化を行い後輩従業員が
習得すべき作業手順の作成に係る知識と技能を習得する。
■ナレッジマネジメント　■作業分解　■作業手順の作成

若手従業員に気づきを与える
　　　　　安全衛生活動（実施編）

中堅・ベテラン従業員がこれまでの経験を活かして、自ら安全衛生活動に取組むことにより企業内の安全
意識の向上に寄与するとともに、誰もが実施している５Sを通じて、後輩従業員に対して安全活動の重要性
について伝達するための知識と技能を習得する。
■安全衛生意識の醸成　■安全衛生活動の考え方　■ノウハウの伝承方法
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クラウドを活用した
             　ノウハウの蓄積と共有

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った職務経験やノウハウをクラウドサービス（ツール）を活用して
蓄積及び共有するとともに、後輩従業員に伝えるための知識と技能を習得する。
■ナレッジマネジメント　■ノウハウ型ノウハウ共有ツール　■ノウハウの共有とクラウドの活用法

職業能力の整理とノウハウの継承

効果的なOJTを実施するための
                             　    指導法

後輩従業員へのノウハウの継承を目指して、中堅・ベテラン従業員がもつ経験や技能をＯＪＴを通じて
後輩従業員に伝達するための知識と技能を習得する。
■人材育成のプロセス　■効果的なＯＪＴの 進め方とポイント　■現場で活かせる実践的指導法

ノウハウの継承のための
                　     研修講師の育成

後輩従業員へのノウハウの継承を目指して、中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験や技能を伝達
する社内（集合）研修の講師となるための知識と技能を習得する。
■講師に求められる能力　■研修技法　■指導の基本　■実技指導の基本

経験に基づく
         営業活動の見える化と継承

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験に基づく知識・技能の見える化及び後輩従業員の業務改善
支援ができる知識と技能を習得し、後輩従業員の営業活動の分析や改善策の検討を行うことができる。
■経歴の棚卸し　■営業活動の分析と改善　■コーチングを 活用した指導法

後輩従業員へのノウハウの継承を目指して、中堅・ベテラン従業員がこれまで培った職業能力を明確に
するための知識と技能を習得する。
■ノウハウ伝承の重要性　■職業能力の洗い出し　■職業能力の明確化

経験を活かした職場の安全確保
                        　     （対策編）

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った安全衛生の要点や企業における安全衛生活動、リスクを低減する
ための点検手法に関する知識と、様々な現場で培った経験を融合させ、生産現場におけるリスク
の低減措置
■安全衛生に係る経歴の棚卸し ■機械の安全の原則 ■機械の使用段階のリスクアセスメントとリスク低減

職業能力の体系化と
                　  人材育成の進め方

中堅・ベテラン従業員が持つ経験を活かし、職業能力の整理と体系化が行え、体系化に基づいた人材育成
の計画ができる知識と技能を習得する。
■職業能力の体系化　■継承する職業能力　■人材育成の進め方

フォロワーシップによる
                  　　    組織力の向上

中堅・ベテラン従業員が組織形態や管理者の役割等を理解し、職場の組織力向上のためチームをアシスト
するための知識と技能を習得する。
■職場の目標　■職場内の関係構築　■フォロワーシップ

経験を活かした職場の安全確保
                   　     （未然防止編）

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った安全衛生の要点や企業における安全衛生活動、様々な現場で
培った経験を融合させ、企業における危険を事前に見極めて行動し、職場の安全衛生の意識の高揚を
図るための知識と技能を習得する。
■中堅・ベテラン従業員に求められる役割　■企業における安全衛生活動　■安全対策

中堅・ベテラン従業員による
 　組織の活性化のための相談技法

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験を活かし、後輩従業員の抱える悩み等に対してメンター
として相談援助を行っていくために必要な知識と技能を習得する。
■職場の課題　■求められる役割　■メンタリングによる 相談援助

チーム力の強化と
　    中堅・ベテラン従業員の役割

中堅・ベテラン従業員が求められる今後の役割や能力を確認し、職場の課題に対してこれまでの経験に
基づき後輩従業員と共同で解決策を得るための知識と技能を習得する。
■職場の課題　■求められる役割と能力　■アサーティブの基本　■アサーティブな関係構築

後輩指導力の向上と
　 　中堅・ベテラン従業員の役割

中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験を活かした後輩従業員を指導するためのコーチング法の知識
と技能を習得し、職場の課題解決に向けた先導的役割を理解する。
■職場の課題 ■求められる役割 ■ティーチング を活用した指導法 ■コーチング を活用した指導法

分野
■カリキュラムの基本項目

生
涯
キ
ャ

リ
ア
形
成

役
割
の
変
化
へ
の
対
応
を
学
び
た
い

中堅・ベテラン従業員のための
　　　　　　　　　キャリア形成

中堅・ベテラン従業員が職務の棚卸を通じて今後の求められる役割を再確認した上で、役割の変化に
対して円滑に対応できるよう知識と技能を習得する。
■職務の棚卸し　■求められる役割　■後輩従業員に対する相談・援助・指導スキル
■役割の変化に応じた他者との関係構築スキル

SNSを活用した相談・助言・指導
中堅・ベテラン従業員がこれまで培った経験をもとに、SNS（ｿｰｼｬﾙ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｻｰﾋﾞｽ）を活用して、
後輩従業員に対しメンタリングによる相談・助言・指導を行うために必要な知識と技能を習得する。
■メンタリングによる 相談援助　■相談援助の手法　■SNSとは

訓 練 コ ー ス の 狙 い
訓 練 コ ー ス 名

生産性向上支援訓練（生涯キャリア形成分野）コース一覧

※訓練コースの内容等詳細については、お気軽にお問合せください。

※ コースの詳細については、ポリテクセンター埼玉のホームページでもご覧いただけます。

※訓練コースは、適宜追加、廃止及び変更されることがあります。

※ポリテクセンター埼玉のホームページに生産性向上支援訓練を受講された企業等の「利用者の声」を掲載しています。
https://www3.jeed.go.jp/saitama/poly/user_opinion/voise_ss/index.html


